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This section outlines the study that the author conducted on visual functions and effect of training visual functions of 
the elderly.   A series of studies revealed the following: 
 
 1. The elderly had poorer results than elementary school children with dynamic visual acuity, eye movement and 
effective visual field. Velocity anticipation was similar between elderly people and elementary school children. 
 
2. Significant individual differences were observed among the elderly for visual functions. 
 
3. Visual functions of the elderly improved with training.   Three months of training improved the performance levels 
by approximately 10 percent. 
 
4. Speed of reading was improved with training of visual functions.   Furthermore, ability to balance was improved by 
this training. 
 










































1. DVA 動体視力 
 
日本の動体視力の概念には 2つあり，それぞれ異なる測
定法を採用している．欧米ではDynamic Visual Acuity （以






女性 393 名）を測定した結果が図 1である． 
DVA は 5 歳から 15 歳頃までの身体の発育期に急速に発達
している．特に 5歳～10 歳での発達が顕著である．DVA は
15～20 歳でピークに達し，その後，加齢とともに徐々に
低下している．男女でわずかに性差があり，各年代とも男
性の方がややよい．高齢者の DVA はピーク時の約 2/3 であ
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を 2/3 に落さなければ識別できないことを示唆している． 
 








ラメータとした．図 2 はこの方法で 7 歳から 91 歳の男女


















定した．この方法で 8 歳から 91 歳までの男女 405 名（男

































































































図 4 年代別の速度見越しの誤差時間 
 
図 4 は 8 歳から 92 歳までの 268 名（男性 141 名，女性
127 名）の結果である．誤差 0mmsec を基準に尚早反応，
















平均年齢 74.9 歳±2.5 歳の高齢者 30 名（男性 12 名，
女性 18 名）を週 2回トレーニング群 13 名（以下，週 2回
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  概説 高齢者の視機能とトレーニング効果 
 
                                
 
群），週 4 回トレーニング群 12 名（週 4 回群），およびコ
ントロール群 5名にわけた 6）．視機能の測定にはニンテン
ドーDS「見る力を実践で鍛える DS 眼力トレーニング」を
使用し，ナンバータッチ，上下 C，トリプル Cの 3つをト
レーニングとして用いた．トレーニングは 1 日 15 分，週
2回ないし 4回であり，これを 3ヵ月継続した． 
読みの速度として『体温を上げると健康になる』（サン
マーク出版）のｐ85-87 を A4 サイズに拡大したものを黙





図 5 週 2回群のトレーニング効果 
 
図 5 は週 2回群の 3カ月のトレーニング効果である．図
のようにトレーニングの経過とともに能力が向上してい

















被験者は上記 5と異なるトレーニング群 12 名（67.3 歳
±4.1 男性3名，女性9名），非トレーニング群14名（70.5
歳±5.4 歳 男性 7名，女性 7名）である 7）． 
バランス力の指標として重心動揺計グラビコーダー





表 1 トレーニング群の重心動揺 
トレーニングには上記 5と同様にニンテンドーDS「見る力
を実践で鍛える DS 眼力ナンバータッチ，上下 C，トリプル
Cを用いた．トレーニング群は 1日 3回，約 15 分を週 3回
の頻度で 3ヵ月継続した．図 6は 3ヵ月のトレーニング効
果である．上記 5とほぼ同様に約 10％のトレーニング効果
があった.    
表 1 はトレーニング群の重心動揺の結果である．トレー
ニング群の開眼時の左右軌跡長のみ有意に短縮した．左右 




















被験者は上記 5，6 と異なる 67 歳～83 歳の高齢者（平
均 75.4±5.4 歳），男性 5名，女性 2名の計 7名である 8）． 
トレーニングは眼球運動だけで自身の左右の指に交互
に視線を向ける往復眼球運動である（写真 1）．１セット
は左右，上下，斜め 2方向を各 20 回，計 80 回であり，こ
れを 1 日 1 回，週 4 回，3 ヵ月継続した．1 ヵ月目は左右
















写真 1 トレーニング方法 
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